
↑全員で記念撮影※写真撮影のためマスクを外しています。 

 

 
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

《
団
体
戦
》 

優
勝
：
さ
く
ら
サ
ロ
ン
船
渡 

準
優
勝
：
ふ
れ
あ
い
い
き
い 

き
サ
ロ
ン
あ
ら
や
ま
え 

第
３
位
：
サ
ロ
ン
ま
す
ざ
わ 

５
区 

《
個
人
戦
》
敬
称
省
略 

第
１
位
：
菊
池 

誠 

 
（
柏
木
平
サ
ロ
ン
の
会
） 

 
第
２
位
：
多
田 

裕 
（
柏
木
平
サ
ロ
ン
の
会
） 

第
３
位
：
山
蔭 

忠
彦 

（
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ

ロ
ン
あ
ら
や
ま
え
） 

 

３
名
が
同
点
（
11
点
）
と

な
り
、
年
齢
が
高
い
方
が
上

位
に
な
り
ま
し
た
。 

《
特
別
賞
》
松
田 

ス
ヤ 

 

秋
晴
れ
の
10
月
30
日 

（
土
）
、
鱒
沢
小
学
校
体
育

館
で
鱒
沢
地
区
サ
ロ
ン
対

抗
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
事
業
は
、
集
い
・
に
ぎ

わ
い
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
事
業
と
し
て
、
地
区
内

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。 

大
会
に
は
５
地
区
の
サ

ロ
ン
か
ら
計
31
名
の
選
手

が
集
ま
り
ま
し
た
。 

総
当
た
り
の
団
体
戦
と

個
人
戦
を
行
い
、
選
手
は
一

打
一
打
に
集
中
し
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。
体
育
館
に

は
、
一
球
ご
と
に
歓
声
が
あ

が
り
楽
し
く
大
会
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

    
    

※
１
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
は
、

学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営
に
取
り
組

む
こ
と
が
可
能
と
な
る
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
へ
の
転
換

を
は
か
る
た
め
の
有
効
な
仕
組
み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
学
校
運

営
に
地
域
の
声
を
積
極
的
に
生
か
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

 
 

   
    遠

野
市
教
育
委
員
会
で
は
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
市

内
の
小
・
中
学
校
に
国
で
進
め
て
い
る
「
※
1

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
導
入
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
各
地
域
教
育
協
議
会
で
の

「
熟
議
体
験
」
が
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
鱒
沢
地

区
で
は
10
月
22
日
（
金
）
午
後
6
時
30
分
か
ら
老
人
憩

の
家
で
、
鱒
沢
地
域
教
育
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
熟
議

を
体
験
し
ま
し
た
。 

 
    

研
修
で
は
テ
ー
マ
で
あ

る
「
※
２

熟
議
」
に
つ
い
て
、

中
部
教
育
事
務
所
秋
澤
主

任
社
会
教
育
主
事
（
鱒
沢
出

身
）
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ

の
後
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
熟
議
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 
    ※

２
熟
議
と
は 

目
標
共
有
や
課
題
解
決
を

目
指
す
時
に
有
効
な
話
し
合

い
の
手
法
。 

 

 
 

   
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

  

 

にぎわい創出  

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル 

導
入
に
向
け
て
研
修
開
催 

 

主催：集い・にぎわいワーキンググループ    

第 34号 

令和３年 11月 18日発行 

【発行元】鱒沢地域づくり会議
事務局(鱒沢地区センター)  
TEL 69-1150  FAX 67-2157 

【鱒沢の人口】 
男性：439人（±０） 
女性：467人（±０） 

  計：906人（±０） 
※（ ）前月比 R3.10.31 現在 

鱒沢地区サロン対抗スカットボール大会

開催 

 



～農と食ワーキンググループ事業～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
広報のバックナンバー(カラー版)は鱒沢地区センターのＨＰをご覧下さい。 鱒沢地区センター 🔍検索 

10月 16日（土）８時 30分から、農と食ワー

キングメンバーと有志 11名で、白菜の収穫と下

漬け作業をおこないました。 

畑から収穫した白菜、樽、重石を軽トラック

に積込み優遊プラザ（柏木平）まで移動し、白

菜を洗って切り分けし、白菜と塩を計量後、樽

６個に白菜を漬け込みました。 

作業は昨年も経験していたので、３時間で終

了し、力仕事も多い漬物作業、男性のパワーが

ひかり輝き漬物作りの腕もまたあがりました。 

 

 

 

 

 

 

◆◇◆生涯学習講座予定◆◇◆ 

ＷＧ→ワーキンググループ 

暮らしの安心 
ワーキンググループ 
      

 
鱒沢地区センターの遊田啓悦

事務長が 10 月 31 日付けで退職
しました。ご苦労様でした。 

 
 

鱒沢地区公民館では生涯学習講座を

12月は「そば打ち教室」 
１月は「木の皮でつくるかご編み教室」

を開催します。 

開催日については、チラシを全戸配布
します。 

～参加をお待ちしています～ 
 

↑白菜の塩漬け作業の様子 

 

 

食欲の秋 「白菜キムチづくり」開催 
 

↑完成した白菜キムチ 

 

 

11月６日（土）９時から優遊プラザ（柏木

平）で生涯学習講座「白菜キムチづくり体験

会」が開催されました。農と食ワーキンググ

ループメンバー５名と、白菜キムチに関心を

持っていただいた 10 名に参加していただき

開催しました。下漬けしておいた白菜に、具

材を混ぜ込んだオリジナルのキムチベース

を白菜の葉と葉の間に挟み込み完成させま

した。同じ地区内でも会うことがない方達の

交流の場となった講座となりました。 

 

 

 

 

 

暮らしの安心ＷＧでは、11月
８日（月）に第２回の会議を行
い、お正月前の買い物支援「わ
くわく買い物ツアー」を、12 月
17 日（金）に実施することにな
り準備を進めています。 
 

 

地区まちづくり事業 

 

《退職のお知らせ》    


